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研究成果の概要（和文）：本研究ではオンデマンド授業受講中の生体情報を計測し、授業理解度との関連性を明
らかにすることを目的とした。生体情報には視線計測を採用した。
授業動画視聴中の視線データと事後テスト成績について解析したところ、事後テスト成績が低いグループは成績
中・高グループと比べて、有意に短い時間しか動画中の「図表」を注視していなかった。さらに語彙成績によっ
て対象者を分けたところ、語彙成績が低いグループもまた「図表」を注視する時間が有意に短いことを示した。
さらに、授業使用言語の語彙力が授業理解度や図表注視時間に関連することも明らかになった。これらの研究成
果は、生体情報を活用した授業改善に貢献する。

研究成果の概要（英文）：The research using KAKENHI aimed to investigate the relationship between the
 learning performance of a video lecture and physiological data during class attendance. In this 
research, eye-tracking measurement was introduced as physiological data.
In eye gaze data during the video lecture, the students who got low scores in the post-video lecture
 gazed at the figures and pictures in the video lecture shorter than those who got higher scores. 
Thus, learning performance related to how long students gazed at figures and pictures. Then, the 
students were split based on the vocabulary test scores of the lecture language, Japanese. Again, 
the low-vocabulary group gazed at the figures shorter than the high-vocabulary group. These results 
will be helpful in modifying course design based on physiological evidence. 

研究分野：生体医工学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
一つ目の成果は、新規知識の獲得効率と母語の語彙力・文法力との関連性について示したことである。この成果
はアダプティブラーニングを効果的に活用する場面等で貢献するものである。
二つ目の成果として、オンデマンド授業中の動画を見る視線動態が授業視聴後の成績と関連性があることを視線
計測により示したことがある。特に成績によって図表の見方に違いがあることが明らかとなった。この成果は動
画教材などをデザインする上での効果的な図表の使用方法提案につながる。さらには図表理解における教育の重
要性を示唆しており、遠隔・対面に関わらず様々なコースデザイン改善に寄与するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
 研究提案時点では九州大学ラーニングアナリティクスセンターに所属しており、学習ロ
グ計測が容易にできる環境にあった。学習ログデータとは、学生が電子教材を用いて学習を
した際の様々なログデータや小テスト成績のことであり、大学が管理する Learning 
Management System (LMS)にてデータ保存される。このような学習ログデータは大規模に
計測できるものの、スパースなデータである。学習ログデータの活用を促進するためにも、
学習中ログデータに生体計測を導入し、学習中の精神状態やつまずき感などと学習ログデ
ータとの関連を解明することを目的とした。なお、このときの学習ログデータはあくまで対
面授業を主としたコースデザインを想定していた。 
 
２．研究の目的 
 
 研究開始後の 2020 年、新型コロナウイルス COVID-19 の影響により、大学教育を取り
巻く環境は大きく変わった。さらに代表者の所属が変更したことで、想定していた学習ログ
データの使用ができなくなった（学外持ち出しに関する倫理規定等による）。一方大学では
教育のオンライン化が進み、オンデマンド授業やライブ型授業などの遠隔授業形態が普及
した。生体信号計測に関しても COVID-19 の影響を受け、計測器具が使用できない・計測
する学生が集まらないなどの状況が続いた。これらの状況下で研究を遂行するため、研究目
的と計画を当初より変更し、以下のように設定した。 
 
目的１）オンデマンド授業（ビデオ動画）視聴後の成績予測を学生プロファイルから予測す
る 
目的２）オンデマンド学習中・および前後テスト中の視線動態の関係を明らかにし、成績予
測に活用する 
 
なお、さらに補足的な取り組みとして、「オンライン上にある教材閲覧中の視線注視位置を
ウェブカメラの画像データから推定可能なシステム開発」も実施した。本研究の主目的では
なく、機密事項等を含むため、本報告書では割愛する。 
 
３．研究の方法 
 
目的１） 
学習者の理解度や成績を予測するパラメータ候補は様々なものがあるが、本研究では授業
内の使用言語の「語彙」「文法」の能力について着目した。これまでに学習者の語彙力が読
解力に強く関連することや、数学の成績と読解力等日本語力との関連性が指摘されている。
授業使用言語における学習者の語学力が、様々な新規知識学習効率に関与する可能性が高
いと考え、本研究の仮説とした。実験手続きは福岡工業大学「人を対象とする研究倫理審査
委員会」にて承認された(発行番号:hm08-21)。 
対象とする授業は日本語を使用言語としていたため、対象者に対し、日本語における「語
彙」「文法」についての問題を各 10 問ずつ出題した。次に 15 分程度の授業動画を閲覧させ、
閲覧前後に小テストを実施した。小テストの内容は授業動画（脳の構造に関する内容）とし
た。授業動画で使用する言語は日本語であった。授業動画の内容は、学生らにとって馴染み
がなく、事前知識がほぼ無い内容であることを確認した。これらの手続きはすべてオンライ
ンで実施された。 
 
目的２） 
 目的１）の検討から、語彙力とオンデマンド授業理解力への関連性が示された。さらに視
線の動きが習熟度や政党への確信によって異なることがこれまでも指摘されている。学生
の語彙力やオンデマンド授業受講中の視線計測を実施し、検証を行った。実験手続きは福岡
工業大学「人を対象とする研究倫理審査委員会」にて承認された(発行番号:hm08-21)。 
 日本語の語彙に関する設問 20 問を対象者に提示し、回答中の視線計測を実施した。語彙
課題終了後、10 分程度の授業動画閲覧、および動画前後の理解度テストを実施し、これら
の期間視線計測を実施した。授業動画および理解度テスト回答中の視線計測を実施し、テス
ト成績と視線データの関連性を検証した。理解度テストおよび語彙課題はすべて選択肢形
式として出題した。 
 
４．研究成果 
 
目的１） 
 
実験 1 における「語彙」「文法」日本語能力について、語彙問題の正答率は 0.28 ±0.019、
文法問題の正答率は 0.57 ± 0.027 であった（図 1）。実験２授業動画視聴前後の小テスト



について、平均正答率を比較したところ、視聴後の正答率は有意に増加した(t(55) = −6.9, 
p < 0.001)。 
 実験１と実験２の結果から、日本語能力と新規知識獲得の学習効率の関係性を調べるた
め、動画視聴後の小テスト成績を語彙・文法成績でそれぞれ比較した（図２）。その結果、
「語彙」分野における高成績者と低成績者では、授業動画視聴後の小テスト正答率に有意な
差が認められた(t(51) = 2.0, p = 0.047)。一方文法の成績と授業動画視聴後小テストに
差が見られなかった(t(40) = 0.50, p = 0.62)。以上の結果から、目的２）における実験で
は「語彙」に着目して検討することとした。なお本研究の成果は、参考文献 1,2 として発表
した。 
 
目的２） 
 授業動画視聴後の事後テスト成績と、視線データの関連性を検討した。結果として、事後
テスト正答率と正解注視効率の間に正の相関が見られた(r=0.54,p= 0.001)。すなわち、事
後テスト成績が高いものは正解選択肢を効率よく見ることができていることを示した。 
 次に授業動画視聴中の視線と事後テスト成績の関連性について解析した。その結果、事後
テスト成績が低いグループは成績中・高グループと比べて、有意に短い時間しか動画中の
「図表」を注視していないことがわかった(p <.001)(図 3)。さらに語彙成績によって対象
者を分けたところ、語彙成績が低いグループもまた「図表」を注視する時間が有意に短いこ
とがわかった(p <.05)(図 4)。 
 これらの検討から、学習者の語彙によってオンデマンド授業の学習効率に差がある可能
性が示唆された。さらに、授業理解度が低い層に対して、動画資料使用時には図の効果が低
くなる可能性が示唆された。一般的に図を提示することで難解な理念を伝えやすくなると

図 4. 語彙成績別学習動画内の図の注

視時間 (*: p < 0.05) 図 3. 事後テスト成績別学習動画内の図

の注視時間 

図 1. 実験 1における文法と

語彙の対象者正答率（参考文

献 2より引用） 

図 2. 動画視聴後テスト正答率について、語彙・文

法成績のそれぞれで群分けした場合の比較 (*: p 

< 0.05)（参考文献 2より引用） 



考えられているが、学習者のレベルによっては、図よりも文章で伝えたほうが理解度を高め
られる可能性もある。本研究の成果は参考文献 3にて発表した。 
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